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2学期も元気に頑張りましょう！ 

 

　日本各地で40度を超える日もあった暑い暑い2025年の夏休みが終わり、学校に子ど

も達の元気な声が戻ってきました。全員が元気に戻ってきてくれたことが何より嬉しいで

す。パワー溢れる子ども達からエネルギーをもらって、先生方も一気にモードが切り替わ

り、２学期がスタートしました。残暑はまだしばらく続きそうですが、学校では、「より

良い学びを選択できる子どもの育成」を目指して、今学期も新しい授業スタイルや学校・

学年行事に挑戦していきます。一人で学習する力・自分に合った学び方を知ることで、子

ども達は社会に出て大人になっても、生涯学び続けることが出来るようになります。保護

者の皆様には２学期も変わらず、本校教育にご理解・ご協力をいただき、温かいご支援を

いただけますようよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　竜門小学校ホームページ⇒ 

 

～　　  夏 休 み 直 前 の 学 校 の 様 子 　　～ 

　　　竜門早生（桃）を調べよう！ 

　3/4年生が総合的な学習の時間での「ふるさと竜門」調べ学習の

一環で、「竜門早生」について調べました。7月14日に地域の農家さ

んをゲストティーチャーとしてお招きし、インタビューを行いました。

竜門早生の歴史や栽培の工夫、桃の流通について質問をさせてい

ただきました。全ての質問にわかりやすく丁寧に答えていただけた

だけでなく、「竜門早生」や「夢しずく」の桃の試食までさせていた

だき、実りの多い学習時間となりました。桃の収穫等、お忙しい時期にもかかわらずご都合をつけていただ

き、ありがとうございました。この学習はまだまだ続きます！ 

　　　　　　　　　　　　　　作付け会議 

　7月14日に2/5年生が、春に定植したトウモロコシを収穫しました。

その後、5年生が、2人のボランティアさんと一緒に、育てる野菜を決

める「作付け会議」を行い、今

年度の野菜は「ダイコン」「ハ

クサイ」「タマネギ」の三種類に

決定しました。今から冬のお鍋

が楽しみになりますね。今年も豊作でありますように。 



　　　プール授業・着衣水泳 

　今年は熱中症対策のためブール授業期間を1週間早く設定しました。それでも暑さのせいで実施の厳し

い日もありましたが、プール授業を午前中に固定することでなんとか実施するこ

とが出来ました。プール授業の最後は、水の事故対応としての着衣水泳です。服を

着たまま泳いだり、ペットボトルで浮いたりして、もしもの時に「浮いて待つ」の体

験を行いました。１年生も上手に浮くことが出来ていましたよ。 

　　昔の遊び（１/2年生） 
　7月15日、1/2年生が8人のボランティアさんに「昔の遊び」を教

えていただきました。コマ回しやけん玉、お手玉など7種類の遊び

を楽しみました。どの遊び

もとても楽しそうに体験し

ていました。授業の終わり

には、ボランティアさんに子ども達からの御礼のお手紙を渡して感謝

を伝えました。お忙しい中のご参加、ありがとうございました。 

　　　　　竜門夏祭り、今年も開催！　 

　7月17日、校内竜門夏祭りが開催されました。５・6年生が企画・運営を担

当し、全校で楽しい時間を過ごしました。始まりは全児童でのガーランド作

り。思い思いの絵を描いたユニークなガーランドが完成し、すぐに階段の

壁に飾られました。そこからは班に分かれて縁日を楽しみました。輪投げ・

ボーリング・金魚すくい・射的！参

加賞や景品もあって子ども達は大

喜びでした。夏祭りに向けて各フロアに置かれた七夕の笹飾りには、

子ども達の願い事が書かれた短冊がたくさん。各学級の願い事も廊

下の窓に飾られ、2025年の夏祭りを盛り上げました。 

　　　　～　　 夏 休 み 中 　　～ 

　　登校日・平和学習（８／６） 

　今年の登校日は「平和学習」です。8月6日は広島に原爆が落とされた

日。今の日本は平和を保っていますが、世界では今もなお戦争や紛争が続

いているという現実があります。子ども達の生きる未来が平和であるよう

にと願い、各学年で戦争教材の読み聞かせ等を行い、平和について考える時間を持ちました。

※　お茶の準備をお願いします　※ 

　夏休みは終わりましたが、まだまだ熱中症の心配は続きます。保護者の皆様には、いつも子

ども達のお茶の準備をありがとうございます。活発に活動する子ども達の中には、お昼までに

持参したお茶を飲みきってしまう子もいます。飲む量を確認いただき、必要な量を持たせてく

ださい。（教室に置き茶も出来ます。） 必要に応じて学校のお茶（ペットボトル）を渡すことも

ありますので、その際は同等のお茶（ペットボトル）の返却をお願いします。


